
様式第３号（第８条関係） 

基礎交付金事業実績書 

 

                                                団体名：中央地区コミュニティ推進協議会 

 

１ 総事業費  2,636,116円 

 

２ 事業内容 

(1) 事業名 地域づくり活動情報発信事業 

事 業 費          324,951円 

事業内容 

◆公民館だより「みなみかぜ」の発行 

 発行日：毎月発行 年 12回 

◆ホームページの維持管理 

◆LINE公式アカウント制作 

◆コミュニティカレンダー作成 

 日程：11月 15日(月) 

 内容：行政区ごとの地域活動の写真を年間カレンダーにし中央地区にお住まいの

方々へ配布する。 

中央地区配布枚数：1,026部 

事業成果 

・地域づくり活動や公民館事業をホームページと公民館だよりを活用し地域の方々

へ周知した。 

・地域活動の写真をカレンダーにし、行政区ごとの活動や地域の様子を広く共有する

ことができ、地域住民の相互理解の促進を図れた。またカレンダーとして日常的に

活用されることで、地域への関心や愛着の向上につながった。  

 

(2) 事業名 学社融合事業（青少年育成事業） 

事 業 費           130,613円 

事業内容 

◆幼稚園、小学校、中学校へ支援 

 日程：5月 27日(火) 

 内容：南方幼稚園、小学校、中学校へ花苗を配布し植栽していただく。 

◆元気っ子クラブ 

 日程：6月 14日(土) ℮スポーツ体験会（南方教育事務所主担当） 

7月 29日(火) 移動教室（東郷地区コミュニティ推進協議会主担当） 

11月 29日(土) バームクーヘン作り（中央地区コミュニティ推進協議会 

主担当） 

12月 20日(土) クリスマス会（西郷地区コミュニティ推進協議会主担当） 

 場所：南方公民館 屋外 

 内容：南方 3小学校児童、3年生から 6年生を対象としバーベキューコンロでバー

ムクーヘン作りをした。活動を通して児童間の交流を図った。 

 参加者：21名 



◆ふれあい芸術鑑賞会（人形劇鑑賞会） 

 日程：11月 18日（火） 

 場所：南方農村環境改善センター ホール 

 内容：南方幼稚園の園児や地域の方々をお招きし、人形劇に興味や関心をもっても

らい、楽しさを味わってもらう。 

 参加者：39名 

事業成果 

〈幼稚園、小学校、中学校へ支援〉 

・地域内の幼稚園、小学校、中学校に支援することにより、幼稚園や学校の環境美化

が図れた。また、子ども達に思いやりや、自然を大切にする気持ちをもってもらい、

学校や地域への愛着が深まった。 

〈南方元気っ子クラブ〉 

・バーベキューコンロで竹の棒に生地をたらし、焼く作業を子どもたちに体験しても

らった。生地作りから子ども達に作ってもらい協力しながら作業を進めてもらっ

た。なかなか体験できないバームクーヘン作りを通し、協力する大切さや達成感を

味わってもらう機会となった。 

〈人形劇鑑賞会〉 

・劇団バンブーさんにピノキオの人形劇をしていただいた。園児や地域の方が楽しい

時間を共有し、交流を深める機会となった。また子ども達の豊かな感性や想像力を

育むことができた。 

 

（3） 事業名 地域活動事業 

事 業 費          689,267円 

事業内容 

◆花いっぱい運動〈12行政区環境整備活動〉 

期間：5月～11月 

内容：中央地区をキレイする活動。活動奨励金を交付し各行政区ごと花苗の植栽や

清掃・整備活動等を行っている。 

交付額：360,000円（30,000円×12行政区） 

 参加者：各行政区 20名程度 

◆ふれ♡隊活動 

 期間：年 12回 

 場所：各行政区公民館 

 内容：老人クラブで行っているお茶っこ会や子供会などに出向き、ゲームや脳トレ

健康運動などで地域の方々に楽しんでいただき、地域内交流を図る。 

 参加者：149名（各行政区 10名程度） 

◆自主防災活動支援 

 期間：年間 

 内容：行政区ごとに防災訓練や避難訓練を実施。活動した行政区には活動奨励金を

交付 

 交付額：80,000円（10,000円×8行政区） 

 参加者：各行政区 20名程度 



事業成果 

〈花いっぱい運動〉 

・行政区ごと、花苗の植栽や清掃・環境整備を通して、地域の景観が向上すると共に、

住民の環境美化に対する意識が高まった。また活動を通して住民同士のつながり

も深まり、地域内交流の促進にもつながった。 

〈ふれ♡隊〉 

 ・職員が各行政区の公民館へ出向き、地域の方々に楽しんでもらえる企画を実施す

ることで親睦を深めることができた。また参加者同士の交流も深まり笑顔あふれ

る時間の創出につながった。 

〈自主防災活動支援〉 

 ・行政区ごとに防災訓練や避難訓練を実施したことで住民の防災意識の向上が図

れた。また災害時における対応力の強化につながりさらに、地域内の連携や協力体

制の構築につながった。 

 

(4) 事業名 ふれあい軽スポーツまつり事業 

事 業 費 306,112円 

事業内容 

◆ふれあい軽スポーツまつり 

開催：10月 4日（土） 

会場：南方農村環境改善センター ホール・日本間 

内容：行政区対抗 ボッチャ・モルック 

 参加者：80名 

事業成果 ・スポーツを通じて地域住民の交流が深まり、健康の増進にもつながった。 

 

(5) 事業名 自治組織等活動奨励補助事業 

事 業 費  210,000円 

事業内容 

◆行政区主催イベント等の活動支援 

期間：年間 

 内容：行政区ごとスポーツ大会や運動会等を実施。活動した行政区には活動奨励金

を交付 

交付額：210,000円（30,000円×7行政区） 

参加者：各行政区 20名程度 

事業成果 
・活動奨励金を交付することで、住民同士の交流機会が増え、地域コミュニティの活

性化と健康づくりの意識向上につながった。 

 

(6) 事業名 子ども農園事業 

事 業 費 86,004円 



事業内容 

◆枝豆の植付け体験 

 開催：6月 21日（土） 

 場所：圃場・南方公民館 ホール 

 内容：秋の収穫に向けて親子で枝豆の種の植付け作業 

 参加者：21名 

◆秋の収穫体験 

 開催：9月 20日（土） 

 場所：南方農村環境改善センター エントランス・農事研修室 

 内容：親子で植えた枝豆の収穫体験 

参加者：14名 

事業成果 

・親子で地域の方々に枝豆の植え方を教えてもらいながら植付けし、秋には収穫体験

を行った。子ども達には畑で土に触れてもらい、食の大切さや育てる事の楽しさを

知ってもらった。 また植付けから収穫体験をすることで、親子の触れ合いと地域

住民との交流を図ることができた。 

 

(7) 事業名 高齢者支援事業 

事 業 費 108,550円 

事業内容 

◆独居老人シクラメン鉢花の配布 

 配布日：11月 18日(火) 

 配布先：中央地区 12行政区 65歳以上の独居世帯 

対象者：90名 

事業成果 
・中央地区内の一人暮らしの高齢者へシクラメンの花を贈り、見守りと安否確認を行

うとともに、孤独防止と地域とのつながりづくりにつながった。  

 

(8) 事業名 地域づくり移動研修事業 

事 業 費 49,431円 

事業内容 

◆先進地役員移動研修 

 日程：6月 28日（土） 

 視察先：山形県東根市 

     JAさくらんぼひがしね よってけポポラ 

     やまがたの酒蔵 六歌仙 

 参加者：14名 

 内容：地元の農産物や特産品をどのように地域復興に活かすか 

事業成果 

・先進地の取組を視察することで、特産品を活かした販売や地域の魅力発信の工夫に

ついて学ぶことができた。地域資源を活かした地域活性化の重要性を再確認する

とともに、本研修で得た知識や取り組みを参考に、今後の地域づくりに役立てるヒ

ントとなった。また、参加者の知識向上と交流を深める良い研修となった。 

 

(9) 事業名 ふれあい交流まつり事業（世代間交流促進） 



事 業 費 25,635円 

事業内容 

◆みなみかた秋まつり～ふれあい収穫まつり～（南方コミュニティ運営協議会主催） 

 （南方商工まつり同時開催） 

 開催：11月 9日(日) 

 会場：南方公民館・南方農村環境改善センター・南方保健センター 

 参加者：1,008名 

 内容：ステージコーナー（南方町内小中学校出演）、作品展示コーナー、e スポー

ツ、陶芸、みなみかた郷土かるたの体験コーナー、ワードラリー、大抽選会、

招福餅まき、豚汁の振舞い、商工会によるチャリティーバザー 

事業成果 

・3コミュニティ（中央・東郷・西郷）および、南方商工会との共催で運営。地元の

文化と芸能の発表の場を提供することにより理解と関心を高めることができた。

また、地域住民の交流と親睦、世代間交流の場をつくることができた。 

 

(10) 事業名 コミュニティ組織運営費 

事 業 費 705,553円 

事業内容 

◆第 3次地域づくり計画策定会議にかかる諸費用等 

◆役員会議費費用弁償 

◆職員時間外手当 

◆ハラスメントにかかる相談窓口の外部委託 

事業成果 

・策定委員の方々を中心に策定会議を重ねることで、地域の課題や魅力について理解

を深めるとともに、今後どのような地域を目指していくのか、再確認することがで

きた。 

 


